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【要旨】 

本研究では、新型コロナウイルスの影響で失業した場合、子どもの貧困率がどの

ように変化をするのか研究している。データはアイルランドで 2003 年から毎年、家計を

対象に実施されている「所得・生活環境に関する調査」を用いている。本データの調査目

的は、家計や個人の収入、生活状況、住宅事情、労働市場の状況、教育、健康などのテー

マで家計や個人の情報を収集することである。貧困では、基本的人権以下の生活(生活必需

品の欠乏などなど)と貧困のリスクの２つの貧困指標を組み合わせた貧困指標を作成し、使

用している。サンプルサイズは 5,029 世帯、12,612 人である。データからは不況期になる

と貧困率や貧困リスク指標が高くなることが分かった。また家族構成に焦点を当てると、

両親ともにいる世帯よりも、片親世帯の方が貧困に陥る可能性が高いことが明らかになっ

た。 

 本研究での実証研究では、コロナ禍でのシナリオとして、雇用喪失が発生するシ

ナリオ A と雇用喪失と離職者の復職があるシナリオ B で、貧困率などの趣味レーションを

行う。つまり、シナリオ A では景気回復がなく、シナリオ B では部分的な回復があること

となる。結果として子どもの貧困においては、シナリオ A では非貧困(コロナ前)から貧困

(コロナ後)に陥る子どもは 4.9%、シナリオ B では同様の場合、1.9%の子どもが貧困に陥

ることが分かった。また収入面においては、シナリオ A では非貧困(コロナ前)から貧困

(コロナ後)に陥ると、67.6%の収入減。シナリオ B では同様の場合、50.3%の収入減とな

ることが分かった。コロナ禍での政府の政策としては、子ども手当などの増額などが子ど

もの貧困率を低減させるために役立つことが期待される。 

 

【感想】 

 コロナ禍の影響や先進国での子どもの貧困に焦点を当てた研究であり、これまで

あまり読んだことのないテーマだった。過去のデータを使って、これまで発生してきた事

象について研究するというものが、研究の基本的なカタチかと考えていたため、過去のデ

ータを用いて将来を予測するという研究は新鮮なものであった。コロナ禍においては、病

床使用状況や重症率などがかなり着目されているが、「コロナに罹る」ということ以外に

も悪影響は出ており、そこへの対応も迫られていることを痛感した。コロナを完全に抑え

込むことができたとしても、経済的な影響は長引く可能性は高い。初期段階から対応をし

ていかなければ、取り返しのつかない事態になるように感じた。 

 


